
明
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十
五
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十
一
日
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種
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日
刊
（
行
政
機
関
の
休
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刊
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〔
告

示
〕

〇
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー

の
認
定
を
受
け
た
公
益
財
団
法
人
大
阪
府

暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
代
表
者
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
国
家
公
安
委
三
〇
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留

学
の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基

づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
法
務
一
七
八
）

〇
公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
の
件
（
同
一
七
九
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
一
八
〇
）

〇
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
と
の
間
の
二
の
書

簡
の
交
換
に
関
す
る
件
（
外
務
三
〇
五
）

〇
出
願
公
表
後
に
品
種
登
録
出
願
を
取
り
下

げ
た
件
（
農
林
水
産
八
四
二
）

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
国
土
交
通
八
一
四
）

〇
自
動
車
重
量
税
法
に
規
定
す
る
納
付
受
託

者
の
名
称
の
変
更
の
件
（
同
八
一
五
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁有

権
者
申
出
方
、
司
法
書
士
懲
戒
処
分
、

土
地
家
屋
調
査
士
懲
戒
処
分
、
無
縁
墳
墓

等
改
葬
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他

〇
航
路
標
識
に
関
す
る
件

（
海
上
保
安
庁
二
八
）

〇
国
際
海
事
機
関
海
洋
環
境
保
護
委
員
会
の

判
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
物

質
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
環
境
五
二
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
七
三
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

最
高
裁
判
所

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
褒

賞
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
国

の
歳
入
等
の
納
付
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す

る
指
定
納
付
受
託
者
の
名
称
の
変
更

（
国
土
交
通
省
自
動
車
局
）

労

働

最
低
工
賃
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
東
京
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
一
）

国
家
試
験

第
六
十
五
回
原
子
炉
主
任
技
術
者
試
験
口
答

試
験
の
施
行
（
原
子
力
規
制
委
員
会
）


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